
大月市の地域活力の低下を前に模索している中、

ショッキングなタイトルの本を手に取りました。 

１ぺージめくると、心を見透かされたような言葉が

目に飛び込んできました。 

「地域プロジェクトでよくある質問は、『何をやっ

たらいいでしょうか』というもの。この質問は、ど

こかに『答え』が存在し、優れた人だけがそれを知

っていて、だから間違わずに成功できるのだ、とい

う『思考の土台』がある人の発想です。この質問そ

のものが間違いであり、失敗の始まりです。成功す

る人たちはそもそもそんな考えを持っていません」 

「地元の状況、日々ぶち当たる問題、抱えている

疑問と照らし合わせながら、ぜひ本書を読んでくだ

さい。そして、周りの仲間と語り合い、『それは幻想

なのではないか』と点検を相互に行っていただく機

会になれば。地域を変えるとは、まず自分の考え方

を変え、日々の生活を変えることから始まります」 

目からウロコでした。議員として、地域で生きに

くい状況下にある人々の実態を声として拾い上げる

ことを通して、地に足をつけたまちづくりを提案し

たいと思いますし、様々な場面で著者が指摘する「幻

想」について問いかけたいと思います。まずは、少

人数の読書会から始めたいと思います。 
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